
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

尼崎市長 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12
その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

殿 

ロ 

ラ“ 

産業廃棄物処理計画書 

令和5 年 6 月 28 日 

提出者 

住所 尼崎市塚口本町ノ、丁目1番1号 

エ々 三菱電機株式会社 伊丹製作所 
ハ右 所 長 都築 貴之 

電話番号 06-6497-8279 

条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

故 尼産廃 
n‘ 
ーに 口 hハ 
J. U・Ju 

驚物紗 

事 業 場 の 名 称 三菱電機株式会社 伊丹製作所 

事 業 場 の 所 在 地 兵庫県尼崎市塚口本町八丁目1番1号 

計 画 期 間 令和 5 年 4 月 1 日 から 令和 6 年 3 月 31 日 

当該事業場において現に行て ）ている事業に関する事項 

①事業の種類 
2913 電力開閉装置製造業 
2929 その他の産業用電気機械器具製造業（車両用，船舶用を含 
む） 

②事業の規模 別紙のとおり 

③従業員数 3,400 人 （令和5年4月1日現在） 

④産業廃棄物の一連 
の処理の工程 

別紙のとおり 

（日本産業規格 A列4番） 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙のとおり 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

別紙のとおり 

①現状 

排出量 t 

（これまでに実施した取組） 

廃プラスチック類，木くずともに購入品の梱包材のため、梱包材料の通 
い化を進めている。 

廃アルカリ・廃油については、設備更新に伴う処理の為、増減した。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

排出量 

別紙のとおり 

t 

（今後実施する予定の取組） 

発泡スチロールの減溶を実施し廃棄物から有価物への移行を実施。 
木箱（枠）については引き続き通い化を進めていく。 
購入品搬入の木製パレットについてはできる限りメーカー 
返却を進めていく。 

梱包材の一部を原材料または燃料化として売却を進めている。 
設備更新に伴い、廃液処理を計画しており、目標としては増加となる。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

梱包材の分別を推進。 
木くずの廃棄方法の指導（付着物の分別） 
廃プラスチック類付着により有価→産廃となる傾向で部門に対する分 

別指導の実施 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

廃プラスチック類の分別を細分化し従業員への指導を行い、排出部門で 
の分別による有価物への推進を図る。 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

別紙のとおり 

①現状 （これまでに実施した取組） 

該当なし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 

別紙のとおり 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 

自ら中間処理により減量した 
産業廃棄物の量 

別紙のとおり 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 

別紙のとおり t 

t 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和 4 年圧 [）実績】 

産業廃棄物の種類 

別紙のとおり 

t
 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

①現状 （これまでに実施した取組） 

該当なし 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

別紙のとおり 

十
L
 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

②計画 
（今後実施する予定の取組） 

該当なし 

ミ廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 4 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

全処理委託量 
別紙のとおり t 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t
 

（これまでに実施した取組） 

マテリアルリサイクル，サーマルリサイクル 
全量を優良認定業者へ委託。 



（第b面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

別紙のとおり 全処理委託量 t 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t

 

再生利用業者への 
処理委託量 t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 

処理委託量 
t 

（今後実施する予定の取組） 

マテリアルリサイクル，サーマルリサイクル 
引続き全量を優良認定業者へ委託する。 

※事務処理欄 



（第6面） 

備考 
1 前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ 
と。 

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 
(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請 

完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ 
事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま 
での一連の処理のエ程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 
処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 
令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 
施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者）であ 
る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ 
の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 
種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 
すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき 
は、 「一」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 



1．会社の概要 

(1）会社名 

三菱電機株式会社 

(2）資本金 

175,820百万円 

(3）従業員数 

138,700人（連結） 

2．当該事業所において現に行っている事業の概要 

(1）従業員数 

2400 人（伊丹製作所分） 1000（系統変電システム製作所） 

(2）製造品出荷額等 

800 億円／年（伊丹製作所分） 300 億円／年（系統変電システム製作所） 

(3）製造概要 

伊丹製作所では、鉄道車両用電気品（主電動機，推進制御装置，保安装置等）の製造を 

行っている。 

同じ構内にある系統変電システム製作所では、電力用開閉装置の製造を行っている。 

(4）製造等フローシート 

図1 - 4参照 

(5）工場配置図 

図5参照 

(6）事業展望 

車両用電機品は、鉄道輸送が環境負荷の少ない輸送方法であることから国内外で新規路線 

の建設，新型車両への更新が進められており新幹線等の高速車両，地下鉄車両等向けの 

機器の製造が増加している。 

電力用開閉装置は、中国等において社会インフラである送配電網の整備が進められており 

堅調な需要が継続している。 

(7）廃棄物処理フロー図 

図6参照 

(8）連絡先 

担当者：三菱電機株式会社伊丹製作所 生産システム部 環境施設課 真本 康明 

電話番号：06-6497-8279 

3．計画期間 

令和5年4月1日～令和6年3月31日 
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発 生 源 廃 棄 物 処 理 ・ 処 分 

組立工程 

（購入品受入） 

(0600廃プラスチック類） 

432 t 

破砕（319 t )→焼却（サーマルリサイクル） 

破砕（58 t）→燃料化（RPF他） 

焼却（55 t) 

(0800木くず） 554 t 
（パレット・パレットへの貨物の積 

付けのために使用した梱包用木材） 

破砕（534 t )→再資源化（バイオエタノール燃料） 

破砕（20 t )→再資源化（チップ化） 

機械加工工程 (0300 廃油） 65 t 

廃潤滑油 廃切削油 

油水分離（20 t）→燃料化（0. 8 t) 

焼却 （45 t) 

混練 （ot ）燃料化 

塗装工程 (0200汚泥） 44 t 

塗装ブース汚泥 

脱水 （20 t )→セメント原料（it) 

焼却他（22 t) 

(0600廃プラスチック類） 

塗料カス 0t 

焼却 （Ot) 

表面処理工程 (0400 廃酸） 0. 5 t 

めっき廃液 酸洗水 

中和（0. 5s t )→セメント原料（ot) 

(0500廃 Th !)) 46 t 

めっき廃液 酸洗水 

中和（4t) 

焼却他（42 t) 

(0400 廃鷹0500廃zW, 

シアンフ 0t 

めっき廃貰（7多泥ノ 

ヂ初・脱刀t (0tノ→責金属原料とLて売却 

科字は自家処理を示す 

図6．廃棄物処理フロー図 



4．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

(1）責任者及び管理組織図 

統括責任者 所属：伊丹製作所 職・氏名：所長 都築 貴之 

廃棄物担当 組織名：生産システム部環境施設課 職名：課長 

組織人数：4名 

廃棄物削減 

部会 

・設備導入時等における新規発生廃棄物の抑制対策の検討 

・構内廃棄物の分別等の管理状態のパトロール 

環境管理 

責任者 

・廃棄物処理方針の策定 

・廃棄物処理に関する各種事項の決定・承認 

廃棄物管理 

担当課長 

（環境施設課長） 

・廃棄物処理計画の作成 

・廃棄物管理状況の把握と改善策の検討 

・処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理 

・委託契約の締結 

・産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理 

・監督官庁への各種報告 

・社員・構内関係会社に対する教育・啓発 

・その他関係する事項 

部品加工 

部門課長 

(β議●旨果局 

・産業廃棄物処理施設（シアン分解施設）の運転・維持管理状況の把握 

廃棄物管理組織 

別紙一2参照 



別紙2 

三菱電機伊電地区組織図 

I部環境監査責任者 
（伊電生産システム部 

ーム 

経営者 丹製作所長 

環 境 専 門 部 会 

部 会 名 部 会 長 

環境側山i評価部会 伊電 環施課長 

省エネルギー部会 伊電 主産部長 

系電生産部長 

省資源・リサイク！噺；会 伊電環施課長 

廃棄物削減部会 伊電環施課長 

化学物質部会 系電 発企画課長 

伊電：伊丹製作所 

系電：系統変電システム製作所＜伊丹＞ 

境管理責任者 

！りI.. 生産システム部にI 
環境推進事務局 

責任者：環施IlIll」、 

伊
 

電
 

地
 

区
 

伊丹製作所 

（伊電） 

系統変電システム製作所 

（系電） 

生産拠点戦略部長 径 理 部 長 

総 務 部 長 マ・f 業 部 長 

経 理 部 長 資 材 部 長 

営 業 部 長 IlI‘質保証部長 

資 材 部 Iぐ 生産システム部長 

生産システム部長 技術開発部長 

品質保証部長 電力システムエンジニア 

リングセンター長 交通フロジエクト部長 

交通情報システム部長 開閉機器製造部長 

車両制御システム部長 く設計部門＞ 

車両難動システム部長 ＜組拓'IHI管部門＞ 

Iー ~l I‘吊 長 ＜部品製造部門＞ 

地
区
内
関
係
会
社
 

多田電機（株）応用機工場長 

二菱電機エノノニ7り・（株）伊丹事業所 

機電技術第二部長 

三菱電機ソフトウエア（株）伊丹事業所長 

三菱電機ノ／Itメーシ－ョ／ネフ、りーク（株）く伊丹地区＞製作所 

システム第一事業部 エンジニプ」ノ1ンス〒ム第一部部長 

菱彩テクニ力（株）生産システム部長 

三菱電機ロジステイクス（株）伊丹事業所長 

差電機ライフサービス（株）伊丹支店長 



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

①現状 【前年度（令和 4 年度）実績】 

産業廃棄物 

の種類 
0200 汚泥 0300 廃油 0400 廃酸 

0500 廃アル 

カリ 

0600 
廃プラスチッ 

ク類 

0800 木S す 
（ノ『しッ 、・パレフ 、 

、の貨物の恒付けのた 

‘こ使用した梱包用ホ 
‘、 

1200 金属く 

ず 

[3UU 
ガラスくず、コ 

ンクリートくず 
Th バ陶磁旦呈イず 

合計 

排出量 45.0 t 65.0 t 0.5 t 47.0 t 432.0 t 5.54.0 t 5.2 t 0.8 t 1150.5 t 

②計画 【目標】 

産業廃棄物 

の種類 
0200 汚泥 0300 廃油 0400 廃酸 

0500 廃アル 

力リ 

0600 
廃プラスチッ 
ク類 

08UU 不くす 
(J、レソ ら・ハJ プ－ 

へJ”貨物の情けけのた 

めに使用した梱包用末 
+' 

1200 金属く 

ず 

1300 
ガラスくず コン 

クリートくず及び 
陶磁器くず 

合計 

排出量 40.0 t 130.0【 3.0 t 30.0 t 530.0 t 770.0 t 18.0 t 2.0 t 1523. 0t 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

①現状 【前年度（令和 4 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

該当なし 

②計画 【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

該当なし 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 【前年度（令和 4 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 

自ら中間処理により減量した 
産業廃棄物の量 

該当なし 

②計画 【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 

該当なし 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

①現状 【前年度（令和 4 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は海洋投入処分を 

行った産業廃棄物の量 

該当なし 

②計画 【目標】 

産業廃棄物の種類 

白ら埋立処分又は海洋投入処分を行 

う産業廃棄物の量 

該当なし 



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

①現状 【前年度（令和 4 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油 0400 廃酸 
0500 

廃アルカリ 

06

プ
ッ
 

00
 

7

ク
 

廃
チ
 

ス
類
 

0800 木くず 
（パレット・ハレノ ト 

への貨物ジ－鵬付け“Iた 

めに使用した棚包用k 

甘 

1200 
金属くず 

L300 がラスくず， 
コ1刈斗くず及び 

陶磁器くず 
合計 

全処理委託量 45. 0 t 65. 0 t 0. 5 t 47. 0 t 433. 0 t 554. 0t 6. 2 t 0. 9 t 1131.6 t 

優良認定処理業者へ 

の処理委託量 
45. 0 t 65. 0 t 0. 5 t 47. 0 t 433. 0 t 554. 0 t 6. 2 t 0. 9 t 1131.6t 

再生利用業者への 

処理委託量 
0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0.0 t 0. 0 t 0. 0 t 0,0 t 

認定熱回収業者以外 

の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0.0 t 0. 0 t 0.0 t 0. 0 t コ0t 

②計画 【目標】 

産業廃棄物の種類 0200 汚泥 0300 廃油 0400 廃酸 
0500 

廃アルカリ 

06

プ
ッ
 

叩
ラ
ク
 

廃
チ
 

ス
類
 

0800 木くず 
（パレット・パンノ「 

への貨物の康付けのた 

めに使用した岡包用末 

甘， 

12
 

00
 

金
 

ず
 

1300 51ラスくず, 
コンクリ斗くず及び 

陶磁器くず 
合計 

全処理委託量 40. 0 t 130. 0 t 3. 0 t 30. 0 t 530. 0t 770. 0 t 18.0 t 2. 0 t 1523.0t 

優良認定処理業者へ 

の 
処理委託量 

40. 0 t 130. 0 【 3. 0 t 30. 0 t 530. 0 t 770. 0 t 18. 0 t 2. 0 t 1523.0t 

再生利用業者への 

処理委託量 
0.0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
0.0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 

認定熱回収業者以外 

の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

0.0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 0. 0 t 


